
 

令和２年度文化芸術による子供育成総合事業－巡回公演事業－ 

ワークショップ実施計画書 

制作団体名 株式会社 三六屋 

公演団体名 津軽三味線 あべや 

 

内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



タイムスケジュール（標準） 

※午前９：００～１０：３０ワークショップ公演の場合 

スタッフ及び出演者到着・準備開始 

８：００～８：４０ 

生徒入場 

８：４０～９：００ 

ワークショップ ※ワークショップ中に先生とスタッフで本公演の打合せを行います 

９：００～１０：３０ 

撤収 

１０：３０～１１：３０ 

 

 

派遣者数 

出 演 者：  ３名 

ス タ ッ フ： １名 

合   計：   ４名 

 

学校における事前指導 

特にワークショップの前に指導していただく内容はありません。 



令和２年度文化芸術による子供育成総合事業－巡回公演事業－  

 

本公演実施計画書 

制作団体名 株式会社 三六屋 

公演団体名 津軽三味線 あべや 

 

演目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



派遣者数 

出 演 者：  ７名 

スタッフ： 4 名  合計： １1 名 

 

 

 

 

 

 

 

タイムスケジュール（標準） 

舞台・音響・照明 準備 

９：００～１1：３０ 

出演者到着 

１1：００ 

サウンドチェック 

  １１：３０～１２：００ 

練習（津軽三味線・太鼓演奏の生徒さん） 

  １２：４０～１３：００ ※各学校さんの時程により、変更可能です。 

入場 

  １３：００～１３：３０ 

公演 

  １３：３０～１５：１０ 

バラシ（片付け） 

  １５：１０～１７：００ 

※体育館の状況（階数など）により、準備・バラシの時間が変更になる可能性がございます。 

 

 

 

 

 

 

実施校への協力依頼人員 

特になし 
 
 
 
 
 
 
 

 



演目解説 

【三味線・民謡から多くを知る】 

三味線の低高音からなる軽快なメロディー。また体が震えるほどの胸に響く民謡の歌声。実際に鑑

賞していただいて感じることが出来る経験です。また音色を感じるだけでなく、歌詞の意味や、民

謡踊りの動き、それを解いていくと昔の人々の人情や風景、季節の美しさをつづったものが数多く

歴史を垣間見ることが出来ます。 

 

現代には数多くの音楽が溢れ、自由に選択することが可能です。しかし、昔の庶民に親しまれた

音色・唄を聴く。それが今や珍しいことのようになっています。 

心から音楽を感じ、表現する。そのことにより、《観る・聴く・動く・唄う》全ての感性に刺激することが

可能なプログラムとなっています。 

 

普段の生活では体験しうることが出来ない感動を感じることが出来ます。 

 

児童生徒の公演への参加方法、公演に参加させるための工夫 

堅苦しく思われがちな日本の伝統音楽を、子ども達に親しみやすいＭＣと内容で、近く・楽しく感じ

てもらえるよう工夫。 

・ワークショップでは、津軽三味線・太鼓の演奏体験。また民謡の発声練習等を行う。 

また生徒さん全員での阿波踊り体験。 

・本公演では、楽器演奏チーム（三味線・太鼓）と合唱チーム（唄）に分かれることによって、子ども

達全員が伝統音楽に触れられる構成となっています。 
 

 

児童生徒とのふれあい 

・プロの演奏者が身近な存在となって子どもたちと一緒に演奏。 
・本公演最初に行われる「白狐の行列」では、代表の生徒さんが演奏者と共に場内を練り歩きま

す。 

 


